
鈴木章浩ゼミナール
活動報告書

平成30年度 学生による地域活性化プログラム

地元企業の働き方を知る

07
平成30年度



　長岡大学の「学生による地域活性化プログラム」は、平成 19 年度の文部科学省現代的教育ニ
ーズ取組支援プログラム（現代ＧＰ）に選定された「学生による地域活性化提案プログラム　
―政策対応型専門人材の育成―」に始まり、平成 25 年度からは文部科学省「地（知）の拠点整備
事業」（大学COC事業）に選定された「長岡地域＜創造人材＞養成プログラム」の一環として、
発展・継続して取り組んで参りました。現在では、本学の特徴的な教育プログラムとして周辺
地域における認知度がさらに高まってきていると実感しております。
　長きにわたりこの取り組みを続けて来られたのは、ひとえに地域の皆様の暖かいご支援とご
指導の賜物と、心より感謝申し上げます。この取り組みが地域の活性化にまだ十分に貢献して
いるとは言えませんが、これまで本プログラムの運営に多大なご協力をいただいた地域連携ア
ドバイザーの方々だけでなく、地域のたくさんの方々からも各取り組みテーマに対するお問い
合わせや激励のお言葉をいただいております。また最近では、取り組みの中心である学生の活
動について新聞やテレビ等のメディアでも取り上げていただく機会が多くなりました。地域の
皆様には、日頃より本プログラムへの多大なるご支援とご協力をいただき、誠にありがとうご
ざいます。
　「地域活性化とは何か」という問いに対する明確な答えは無いと思いますが、本プログラムで
は、答えの無い地域課題に対して、それをどのように考え、どのように行動し、対応して行く
のかを学生が自ら試行錯誤する中で体得していくことができます。本学を卒業して地域社会の
一員となる学生が将来、地域が抱える課題に日々取り組んでいくことになると考えると、彼ら
にとってこれらの体験は大変貴重なものとなることでしょう。
　本プログラムでは、各ゼミナールで設定したテーマの下で学生がグループで活動を進めて行
くことになりますが、時には活動で一緒になる地域の大人たちとの意見の食い違いや学生同士
のちょっとしたすれ違い等が起きることもあります。このような体験も学生がさらに一歩成長
するきっかけとなります。ゼミで決めたテーマをまとめ上げるために、どのように他者とかか
わりながら取り組みを進めて行くべきなのか、この取り組みの中で自分の役割は何であるのか、
などを考えながら活動を行っていくことで、チームで活動することの難しさだけでなく、チー
ムで何かをやり遂げることの充実感や達成感を味わうことができます。
　長岡大学の「学生による地域活性化プログラム」では、学生が地域の皆様と一緒に汗をかき、
考え、そして楽しむことで、目先の地域貢献活動だけでなく、将来にわたって地域の活性化を
担っていける人材の育成を目指しております。長岡大学の建学の精神は、「幅広い職業人として
の人づくりと実学実践教育の推進」と「地域社会に貢献し得る人材の育成」です。本プログラ
ムは、まさにこの精神を実現するための中核となる教育プログラムであると言えます。

平成 31 年３月

ご　あ　い　さ　つ

長岡大学  学長　村山　光博

長岡大学は、文部科学大臣の認証を受けた『公益財団法人日本高等教育
評価機構』により、平成28年度大学機関別認証評価を受審し、平成29年
３月７日、日本高等教育評価機構が定める大学評価基準を満たしていると
「認定」されました。



　鈴木章浩ゼミナールは、「地元企業の働き方を知る」というテーマで活動しています。今年度は、
無理な背伸びをせずに学生が自律的にできることを目指しました。ここには一人一人が、ゼミ活動を
他人事ではなく自分事としてとらえてほしいという思いをこめています。リーダーシップ研究で著名
なロナルド・ハイフェッツ教授は、世の中の問題の大半は「適応が必要な問題」であり、これに対処
できるのは問題に直面する当事者だけだと言います。肩書や権威のある者でなくとも、リーダーにな
れる場面はありふれている。一歩踏み出す勇気があれば、だれでもリーダーシップを発揮できるとい
うのが彼の主張です。
　このことは本学の「地域活性化プログラム」にも当てはまります。つまり個々の学生に、自分がリ
ーダーであるという自覚が芽生えないと学修は前進しないでしょう。本ゼミもこのマインドセットを
大切にしてきました。３月に鈴木ゼミとして初めての卒業生を送り出します。彼／彼女らが少しずつ
でもリーダーシップを発揮し、地域の中核人材になれることこそ教員の喜びです。
　次に活動で得られた収穫を挙げたいと思います。今年度は長岡大学の卒業生へのインタビュー調査
に多くの時間を割きました。調査でメインのリサーチ・クエスチョンとしたのが、仕事のモチベーシ
ョンは何か、です。ほとんどの学生はアルバイトをしていますし、４年生は就職活動を経験しました。
ですから皆、仕事のモチベーションに高い関心を持っているわけです。卒業生に投げかけた「なぜ仕
事を続けてこられたのか？」、「入社前の想像とのギャップに戸惑いはなかったか？」等の質問は、学
生が心の底から聞いてみたかった事柄でしょう。この内発的動機の高さが、学生の調査・研究への向
き合い方を変えました。
　つづいて、学生に話の展開力と傾聴力が身に付きました。ゼミ開講初年度だった昨年のインタビュ
ー調査では、紋切型の質問しかできなかったり、会話が一往復で終わることがしばしばありました。
その反省を生かし今年度は、インタビューの流れによって質問を変更したり、先輩の回答に話の糸口
を見つけ深くつっこんで聞き出したりしていました。会話は熱を帯び、いきおい本音をもらしてくれ
た卒業生もいたように感じます。
　おしまいにアドバイザーさんのご協力なしに、ゼミ活動は成り立ちませんでした。株式会社ジェイ
マックソフトの監物陽介様と長岡市商工部の諸橋亜希子様より有意義なコメントを頂戴しました。実
務経験豊富なお二方からの指導を受け、学生に緊張感が生まれました。また、お二人をもってしても
様々なご苦労があったことを伺って、学生は働くことの厳しさを痛感したようです。ここに記して、
ご尽力に謝意を表します。

平成 31 年３月
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長岡大学卒業生へのインタビュー調査
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長岡大学　学生による地域活性化プログラム
各プロジェクト報告書

１．長岡の誇れる地域資源を若人に広めよう！
　　～長岡版「工場の祭典」の開催を～
　　栗井英大ゼミナール

２．グラスルーツグローバリゼーション
　　－草の根・地域からの地球一体化・人類統合の推進－
　　広田秀樹ゼミナール

３．「まちの駅」から地域の魅力を発信し、交流人口の増加に寄与したい！
　　鯉江康正ゼミナール

４．酒粕で長岡を盛り上げよう！
　　－カスを価値に！－
　　權　五景（樂九）ゼミナール (１)

５．商いを通じて学ぶ会計と経営戦略
　　～地域に貢献する商品開発を通じて～
　　平田沙織ゼミナール

６．十分杯で長岡を盛り上げよう！
　　－世界と長岡の繫がり－
　　權　五景（樂九）ゼミナール (２)

７．地元企業の働き方を知る
　　鈴木章浩ゼミナール


